
ワッセルマン反面用血清に抗補体

作用を與へる細菌の研究

其m．各種防腐剤のワ。セルマン愚慮に及ぼす影響

拉に血清（血液）の細菌汚染予防に就て

金沢医科大学細菌学教室（主任 谷教授）

青  木  利  弘
   TosililrO ノ童。屠

  （昭和24年3月2日受附）

第1章緒

 富鉱反鷹槍査就中，ワッセルマン反慮（以下

ワ反言と略記す．）を実施するに当り，反面1用

患者血清が細菌の混入其他により変塾せる時は

抗補体作用の発現強き事は周知の事実であD，

特に夏期に於て漁氣が多く，温度の上昇せる時

は患者血清（血液）め変敗甚だしく，槍査不能

に陥る事は屡々である．

 そこで私は本報に於て各種防腐剤のワ反慮に

及ぼす影響蛇に各種：防腐剤を用ひての血清（血

液）の細菌汚染防止に就ての実験を蓮べる事と

する．

 各種防腐剤に就ての報告は從來，数多くなさ

れて居b，浩毒i藥の検定法等もRidea］一Walker

、氏法1），米國に於けるHygieBic：Laboratory

Method 2〕等優秀なる検定法あb，吾國でも小

島が消毒剤の標準槍定法3｝を発表して居の，其

他細菌の殺菌試験5）6），発育阻止試験等に関す

るもの，又防腐剤に依る菟疫血清等の保存に関

する報告4｝があるが，防腐剤のワ反憲に及ぼす

言

影響に関する報告は極めて少なV・．Craig 7）が血

清中に耐熱性抗補体物質が生するのはStaphy－

lococcus虹に其他の；難桿菌1τ依ると報告し，私

の先に報告せる実験5＞では枯草菌により著しく

影響されるのである。故に徽毒反命瞼七海にワ

無慮用血清は採血時の注意は勿論であるが，槍

査所迄の逡付期間中，細菌の混入を防ぎ，或は

その増殖を予防し，しかもワ反態を障碍せぬ防

腐剤があれば好都合である．

 カ＞Sる見地よb防腐剤とtて石炭酸（局：方），

ホルマリン水（局方），マt一・一ゾニン（武田），トリ

パフラビン（バイエル），’イスラビン（武田），リ

パノ・一ル（武田〉の6種を使用し，予めワ反慮に

対する防腐剤自身の影響の有無を比較観察し，

次いで各種防腐剤に依る細菌の発育阻止を比較

観察した所，マージニンに於て最も優秀なる成

績を示したので蝕に一括して報告する次第であ

る．

第2寧 各種防腐剤がワ反鷹に及ぼす影響

第1節防腐剤加血清に就て

第1項実験材料虹に実駒方法

 被槍血清は正常入血清では豫めワ反懸陰惟なるを確

めたものを，徽毒患者血清はワ反鷹張陽性なるを確め
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た金澤刑務所受刑者の血液よわ無菌的に弓取した．

 ワ反懸術式は谷敢授の記載9）に從つた。防腐剤とし

て石炭酸（局方，武田製），ホルマリン水（局方，東洋

化成製），マーゾニソ（粉末，武田製），トリパフラビ

ン（バイエル製），イスラピソ（粉末，武田製），リバ

ノール（粉末，武田製）の6種を使用した．

 先づ，血清に石炭酸を夫k2％，1％，0・75％， O・5

％，0．25％，⑪．le／o，0．05％，ホノレ・マリンIX 2％， 1％，

0・5％，0・25％，⑪．1％，⑪．⑪5％o，0・01％，・マ’ゾニン

は10，000倍，20，000倍， ：40，GO⑪倍，80，000倍，160，

00⑪倍，320，⑪00倍，640，GOO倍，トリパフラピソ，イ

スラビン，リバノeルは1，000倍，2，000倍，4，000倍

8，000倍，16，0⑪0倍，32，000倍，64・000倍の割合に加

へ，而後，防腐剤加面1清を56。C 30分間加温して非土

性となし，生理的食二水で5倍に稀繹して用ひた．勤

照ほ防腐剤の入らざる陰性及び陽性血清を使用した．

筒，防腐醐の稀羅は容量％で原液を作成した。原液は

石炭酸が5％液，ホルマリン水はその簾で使用し，稀

羅の進むに從ひ10倍，1⑪0倍液を作成した．v F一ゾニ

yは1，000倍液を，bリパフラビン，イスラビy及び

リバノ戸ルは2⑪0倍液を作成し，lcc蛇に0・lccのピ

ペットを使用して前記の割合に稀羅した．

     第2項実 験 成績

 石炭酸では陰性血清は1％で僅かに痕跡を認

める程度に，2％では陽性の成績を示し，O．75

％より低位の濃度では全然影響なく，陽性血清

では1％以下の濃度では影響を蒙らなかった．

叉，ホルマリンに於ては陰性二七は血清対照管

に於て影響を受け，O．25％以下の濃度では影響

なく，陽性血清に於ては抗元管，血清対照管の

双方に影響を受け，O．25％以下の濃度では全然

影響を蒙らなかった．マーゾ＝ンに：於ては陰

性，陽性血清とも全然影響を蒙らなかった．ト

リハフラビン，イスラビン及びリバノールの三

者に於ては2，000倍以上の濃i度では影響なく，

1， OOO倍に於ては著明な影響を受けるも，3，000

回20分間遠心する事により，充分に1二巴を除去

する事が出來，その上清に就ては至然影響を認

めなかった．（第」表，共1参照）

         第1表 各種防腐剤がワ反慮に及ぼす影響

             其1。防腐剤加血清に就て
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  （）内の成績は3，000回20分間遠心による上清の成績

    第2節 防腐剤加血液の2斗時間

      （37。C）後の血清に就て

     第1項実験方法
 實験方法は前記に準ずるも，営め，遠心管兼用滅菌

小試験管に防腐測を前記の濃度でとり，探血1せる血液

を可及的速に前記小試験管に投入し 37。C艀卵器に

24時間放置後，3，00⑪回2⑪分間遠心して得たる血清を

56。C30分間加温して唯唯性となしたるものを使用し

た，伺，防腐劃の稀羅は血液の溶血を最小限度に防ぐ

爲，生理的食融手を使用した，

     第2項 実 験 成 績

 石炭酸では2％の濃度では血清凝固して探取

不能であったが，陰性血清では0．5％迄影響を

受け，⑪．25％以下の濃度では影藤弘夢叶なかっ

た．陽性血清は0．75％迄影響を受け，O・5A”o ty

の濃度では全然影響を蒙らなかった．ホルマリ

ンでは著明な影響を受け，陰性血清は0．25％迄

陽性血清はO．1％迄影響を受け，それ以下の濃

度では影響を受けなかった．‘9 Ptゾニンでは両

者共に影響を受けなかった， トリパフラビン，

イスラビン，リバノールの三者も2，000倍稀釈

より始めたが至：然影響がなかった．（第1表，

其II参照）

        其II．防腐剤加血液の24時閥後の血清に就て
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 荷，ワ反慮以外の村田反慈，カーン反慰に於

ても，ワ反鷹に影響を與へざる濃度では同檬，

影響がなかった．ホルマリンの2％，1％の濃

度にて陽性血清が村田三鷹，カーン反癒で陰性

を示す事は恐らくホルマリンにより抗元が或種

の影響を受けるのであらう．

誌面章 各種防腐剤に依る葡萄獣球菌，大腸菌，枯草菌の幾育阻止試験

    第1節 防腐剤加血清に就て

    第1項 実験材料拉に実験方法

 實験に供せし菌株は葡萄朕球菌は寺島株，大腸菌は

教室保存の學生株，枯草菌は私の分離した1赴株8）を

使用した．

 豫め各種防腐剤を正常人血清にて種々に稀羅せるも

のを夫々2cc宛小試瞼管にとり，之に普通ブイヨンに

37。C 24時間培養した前記菌の0・2ccを加へ，37。C艀

卵器に24時間放置し，次いで夫々の小試験管より1白

金耳宛を探り， 10cc宛の普通ブイヨンに投入し，後

沓を再び37。Cで48時聞放置し，之に於ける三三の程

度に依って成績を判定した。

 伺，菌の護育を見なかった後培養には新しいブイ…ヨ

ン培養菌の1白金耳を加へて48時闘37。Cに培養して

菌の嚢育を吟味した．

     第2項 実 鹸 成績

 石炭酸に於ては葡萄欣球菌，枯草菌は共に

05％以下で，大腸菌では⑪．1％以下で発育を見

た．ホルマリンに於ては3種の菌とも0．01％で

発育を見，0．05％では発’育を見なかった．マー

ゾニンでは葡萄歌球菌が320，000倍で，大腸菌，

枯草菌は640，00⑪で発育を見た．トリパフラビ

ンでは枯草菌が8，⑪0⑪倍，大腸菌は16，GOO倍，

葡萄欺球菌が32，000倍で夫々発育を見た．イ

スラビンでは大腸菌，枯草菌が8，0⑪⑪倍，葡萄

歌球菌は16，000倍で夫々発育を見た．リバノ

ールでは大腸菌，枯草菌共に4，000倍，葡萄歌

球菌のみ16，0⑪0倍で発育を見た．以上の成績

を一括すると第2表，第1に示す如くである．

    第2節 防腐剤加工満に就て

     第1項 実 験 方 法

 血液の凝固を防ぐ爲，豫め採血量に封してクエソ酸

ソーダが⑪・6％の割合に混ずる如くにし，10％の滅菌

クエン酸ソーダ液を使用した他は前記實瞼方法に全く

同じである．

［ 4 ）
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第2表  細菌の発育阻止試験

 其1．防腐剤加血清に就て

＼避純度
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        1．000
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註 S儒葡萄状球菌  C＝大腸菌  H＝枯草一

十

十

十

     第2項 実 験 成 績

 石炭酸に於ては葡萄1伏球菌，三白菌は共に

05％以下で，大腸菌では0．25％以下で発育を

見た．ホルマリンに於ては葡萄状球菌，枯草菌

は共に0・05％以下で，大腸菌は0．01％で発育を

見た．マ・…ゾ＝ンでは3種の菌とも320，000倍

で発育を見た．トリパフラビンでは大腸菌枯

草菌は共に8，000倍，葡萄状球菌は16，000倍で

夫々発育を見た．イスラビンでは枯草菌が4， 0

00倍で，葡萄歌球菌，大腸菌が8， OOOtxで夫々

発育を見た．リバノールでは枯草菌，大腸菌は

共に4， O⑪0倍，葡萄歌球菌のみ8，000倍で発育

を見た．以上の成績を一括すると第2表，其II

に示す如くである．
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其II。防腐剤加血液に就て
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註 S一葡萄状球菌  C＝大腸菌  H＝枯草菌

第4章総括粒に考按

 以上の実験成績を総括封：に考按すれば，使用

せる防腐剤の新旧により，幾分結果に相違を幽

すは自明の理なるも先づ，防腐剤自身のワ反感

に．及ぼす影響は石炭酸では血清の場合はO．75％

以下で，血液に於ては0．25％以下の濃度が使用

可能であり，ホルマリンでは陽性血清が著しく

影響を受け，血清では0．25％以下，血液では

O．05％以下で，マーゾニンは使用せる防腐剤申

最も優秀な成績を示し，血清，血液の双方に1

万倍以上の濃度では全然影響を受けない．トリ

パフラビン，イスラビン，リバノールの三者は

血清では1，000倍で著しい紮歌三三を來すも，

3，⑪00回20分間遠心する事により，澗濁を完全

に除去する時は影響がなく，2，000倍以上の濃

［6 ）



ワゾセルマソ反態用血清に抗補盟作用を輿へる細菌の研究 7

度ではその儘で影響を受けない．血液では2，0

00倍より始めたが影響を受けなかった．

 腐敗菌の代表的菌種：として葡萄歌球菌，大腸

菌，枯草菌の3種を選んで実験に供した結果

は，石炭酸では大腸菌に特に張く作用し，血清

では0．25％迄，血液では⑪5％迄二二を阻止し，

葡萄1伏球菌，枯草菌では血清，血液共に0．75％

の濃度迄発育を阻止する．ホルマリンでは三者

共に血清では0．05％迄，血液では葡萄歌球菌，

枯草菌は0．1％迄，大腸菌は0，⑪5％迄発育を阻

止する．マーゾ＝ンでは血清が葡萄歌球菌で

160，000倍，大腸菌，枯草菌は共に320，000ee

迄，血液では三者共に160，000倍迄，トリパフ

ラビンでは血清が枯草菌で4， OOO倍，大腸菌

8，000倍，葡萄歌球菌16，000倍迄，血液では大

腸菌，枯草菌共に4，000倍，葡萄状球菌は8，0

00倍迄，イスラビンでは血清が大腸菌，枯草菌

で4，00⑪倍，葡萄歌球菌が8，000倍迄，血液で

は葡萄歌球菌，大腸菌が4，000倍，枯草菌が

2，000倍迄，リバノ・・ルでは血清が大腸菌，枯

草菌で2，000倍，葡萄1伏球菌が8，000倍迄，血

液では大腸菌，枯草菌が2，000倍，葡萄欺球菌

は4，000倍迄の濃度で夫々完全に発育の阻止を

見た．

 以上の結果より使用せる6種の防腐剤の中，

ワ二二に影響がなく且つ，細菌の発育を完全に

阻止するものは，血清に使用する場合，石炭酸

では0．75％．ホルマリンでは⑪．1％～0．⑪5％，マ

rゾニンでは1⑪，000倍～160，000倍迄，トリパ

フラビン，イスラビンではその儘使用すれば

2，0⑪0倍～4，000倍迄，リバノールでは12，0GO倍

のみ，遠心する時はトリパフラビ靴，イスラビ

ンはL⑪⑪0倍～4，000倍迄，リバノールは1，0⑪0

～2，000倍迄使用可能である．

 叉，防腐剤を血液に予め投入後の血清を使用

する場合は，石炭酸，ホルマリンは使用不可能

でマーゾニンは1⑪，⑪0⑪倍～160，000倍迄，トリ

パフラビンでは2，000f9～4，000倍迄，イスラ

ビン，リバノールは2，000倍のみ使：用可能であ

る．

 以上のワ漏斗に影響を與へなV、防腐剤の濃度

では他の徽毒反感たる村田反朦，カ…’一ン万慮に

於ても亦，影響を與へない．

 結局，ワ反癒実施に当り，細菌の混入に依る

抗承平作用の発現を予防する藥剤として，マ・・…

ゾニンが最も優れたる防腐剤であり，トリパフ

ラビン，イスラビン，リバノールが之に次ぐも

のである．

第5章結

 6種の防腐剤を使用して防腐剤のワ反鷹に及

ぼす影響を観察し，併せて細菌の発育阻止試験

を試みて次の結論を得た．

 （1）防腐剤がワ反憲に影響を與へす且つ，細

菌の発育を完全に阻止する濃度は血清に加へる

には，石炭酸0．75％，ホルマリン0．1％～O．⑪5％

迄，マーゾニン1⑪，⑪00倍～160，⑪00倍迄，トリ

パフラビン，イスラビンは共に2， O⑪0倍～4，000

倍迄，リバノ＋…一ルは2，000倍の濃度である。

 叉，血液に加へるには，石炭酸，ホルマリン

は使用不能でマ・一ゾニンでは10，000倍～16⑪，0

00倍迄，トリパフラビンは2，000倍～4，0⑪0倍，

論

イスラビン，リバノールは2，000倍の濃度であ

る．

 （2）以上のワ反訴に影響を與へない濃度は村

田反慮，カーン反慮にも亦，影響を與へない．

 （3）ワ反鷹のみならす村田反慮，カーン丸払

にも影響を與へす；且つ，防腐の目的を果し得る

             へ藥剤としてマーゾニンが最も優れて居り，トリ

パフラビン，イスラビン，リバノールが之に次

ぐものである．

 （欄冠するに詣り恩師谷敢授の終始御懇篤なる御指

導と御前闘とを深く感謝す．）

［ 7 ］
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